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トンネル爆発事故（最終報） 

 

１ 概要 

(1) 発生日時（覚知日時） 

   平成２４年５月２４日（木）１０時２５分頃 

（１０時３０分南魚沼市消防本部覚知） 

 (2) 発生場所 

   新潟県南魚沼市欠之上 八箇峠トンネル 

 (3) 発生状況 

   工事中のトンネル（2,840m）の入口から 1,200m付近で爆発事故が発生。 

 

２ 被害状況 

  死者  ４人 

負傷者 ３人（中等症）   

 

３ 消防機関の活動状況 

(1) ５月２４日 

ア 南魚沼市消防本部 延べ 8隊 46人 

イ 県内応援消防本部 

① 新潟市消防局  延べ 4隊 15人 

② 長岡市消防本部 延べ 4隊 11人 

③ 魚沼市消防本部 延べ 1隊 3人 

④ 十日町地域消防本部 延べ 1隊 3人 

 (2) ５月２５日 

ア 南魚沼市消防本部 延べ 7隊 28人 

イ 県内応援消防本部 

① 新潟市消防局  延べ 3隊 15人 

② 長岡市消防本部 延べ 2隊 11人 

③ 魚沼市消防本部 延べ 1隊 3人 

④ 十日町地域消防本部 延べ 2隊 8人 

⑤ 燕・弥彦総合事務組合消防本部 延べ 2隊 7人 



 

 

⑥ 小千谷消防本部 延べ 1隊 5人 

⑦ 柏崎消防本部 延べ 2隊 5人 

⑧ 三条消防本部 延べ 2隊 7人 

⑨ 新発田地域広域事務組合消防本部 延べ２隊６人 

⑩ 上越地域消防事務組合消防本部 延べ２隊６人 

 (3) ５月２６日 

ア 南魚沼市消防本部 延べ 5隊 33人 

イ 県内応援消防本部 

① 新潟市消防局  延べ 5隊 10人 

② 長岡市消防本部 延べ 3隊 11人 

③ 魚沼市消防本部 延べ 2隊 5人 

④ 十日町地域消防本部 延べ 1隊 5人 

 

⑤ 燕・弥彦総合事務組合消防本部 延べ 2隊 5人 

⑥ 小千谷消防本部 延べ 3隊 5人 

⑦ 柏崎消防本部 延べ 2隊 5人 

⑧ 三条消防本部 延べ 1隊 5人 

⑨ 新発田地域広域事務組合消防本部 延べ 1隊６人 

⑩ 上越地域消防事務組合消防本部 延べ２隊６人 

⑪ 加茂地域消防本部 延べ 1隊 5人 

⑫ 見附市消防本部 延べ 2隊 5人 

⑬ 阿賀野市消防本部 延べ 2隊 5人 

 

４ ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）の活動状況 

(1) ５月２４日 

十日町ＤＭＡＴ 4人 

(2) ５月２５日 

長岡ＤＭＡＴ 5人（同日 7時 30分に十日町ＤＭＡＴから引き継ぎ） 

 

５ 活動環境の状況 

  別紙のとおり 

 

６ 消防庁の対応 

新潟県に対し、適切な対応及び被害報告について要請するとともに管轄消

防本部である南魚沼市消防本部に被害状況の問い合わせをした。 

対応状況は次のとおりである。 



 

 

 

５月２４日 

   １０時５５分 南魚沼市消防本部から第１報受領 

          「高規格道路トンネル内で爆発事故、負傷者７人以上」 

消防庁国民保護・防災部参事官を長とする災害対策室設置 

   １１時５０分 南魚沼市消防本部から第２報受領 

          「傷病者３人搬送中」 

   １２時３５分 南魚沼市消防本部から第３報受領 

          「救助隊５人及び工事関係者１人がトンネル内に進入」 

   １３時５０分 南魚沼市消防本部から第４報受領 

          「救助隊５人及び工事関係者１人トンネル内より退去」 

   １４時４０分 南魚沼市消防本部から第５報受領 

           「長岡市消防本部４人、南魚沼市消防本部９人、工事関係

者１人トンネル内進入」 

１６時１２分 南魚沼市消防本部から第６報受領 

「新潟市消防局６人、南魚沼市消防本部７人、工事関係者

１人進入開始作業時間９０分予定」 

   １７時４２分 南魚沼市消防本部から第７報受領 

           「トンネルの入口から９００ｍ地点の酸素濃度１３．７％、

可燃性ガス濃度４３％、硫化水素濃度２８．５ppm」 

   ２０時０４分 南魚沼市消防本部から第８報受領 

           「長岡市消防本部のガス検知器を使用しガスの種類の特定

作業に入る。」 

   ２０時３６分 南魚沼市消防本部から消防庁に対し、可燃性ガスの対応

方法に関する助言のための専門家の派遣要請 

   ２１時０４分 南魚沼市消防本部から第９報受領 

          「検知した結果、ホスゲン及び水素に反応」 

２２時４０分 可燃性ガスの専門家である消防大学校消防研究センター

職員１人及び消防庁職員２人を現地派遣 

 

  ５月２５日 

 ２時５１分 消防大学校消防研究センター職員１人及び消防庁職員２

人が南魚沼市市役所到着 

    ３時１０分 南魚沼市消防本部から第１０報受領 

          「４人（確定）がトンネル内に取り残されている。」 

          「救助隊が風管を坑口から４００ｍまで延長」 



 

 

 ９時１０分 南魚沼市消防本部から第１１報受領 

       「救助隊が進入し一酸化炭素濃度を測定」 

   １２時４５分 南魚沼市消防本部から第１２報受領 

          「新潟県広域相互応援協定に基づき１１時３５分に救助

隊（新発田地域広域事務組合消防本部、上越地域消防事務

組合消防本部）を要請」 

   １８時００分 追加派遣された消防大学校消防研究センター職員１人が

現地に到着 

１８時１７分 南魚沼市消防本部から第１３報受領 

          「１５時３７分に新発田地域広域事務組合消防本部、上

越地域消防事務組合消防本部が到着」 

 

５月２６日 

 ９時３０分 南魚沼市消防本部から第１４報受領 

          「南魚沼市役所爆発事故調整本部から新潟県広域相互応

援協定に基づき加茂地域消防本部、見附市消防本部及び阿

賀野市消防本部への増強要請」 

１０時００分 現地派遣職員からの報告 

「風管延長右側（Ａ管）６００ｍ、左側（Ｂ管）３００

ｍまで延長済。３００ｍ付近に使用資機材を集結させ、拠

点とする予定。風管の延長を継続し、活動環境の改善を図

る方針。」 

   １３時１５分 南魚沼市消防本部から第１５報受領 

          「１２時３２分に加茂地域消防本部、見附市消防本部及

び阿賀野市消防本部が到着。」 

１５時１０分 南魚沼市消防本部から第１６報受領 

          「１４時１４分 進入隊が 1,000ｍ付近到達。 

可燃性ガス 30％LELのため退避。」 

「1,050ｍ付近の環境測定結果 

酸素 16％、可燃性ガス 30％LEL、硫化水素 8ppm、一酸化  

炭素測定不能。」 

   １７時００分 現地派遣職員からの報告 

          「風管延長右側（Ａ管）６２０ｍ、左側（Ｂ管）４５０

ｍまで延長済。４５０ｍ付近に使用資機材を集結。」 

   ２０時１０分 南魚沼市消防本部から第１７報受領 

          「１７時５０分 送気ライン延長作業のため進入。」 



 

 

 

  ５月２７日 

    ０時１５分 現地派遣職員からの報告 

          トンネル入口から１３００ｍ付近において要救助者４人

を発見。 

    １時００分 南魚沼市消防本部から第１８報受領 

          「５月２７日午前０時２１分要救助者４人発見した模様。

詳細不明。」 

    ４時０６分 現地派遣職員からの報告 

          トンネル内進入開始。 

    ４時５０分 南魚沼市消防本部から第１９報受領 

          「４時０６分 ２５人進入開始。」 

          「４時３６分 搬送隊３９人進入開始。」 

    ５時５８分 南魚沼市消防本部から第２０報受領 

          「５時４０分 傷病者１人搬送開始。」 

          「５時５３分 傷病者１人搬送開始。」 

 ６時１５分 南魚沼市消防本部から第２１報受領 

       「５時４０分傷病者１人目搬送開始、６時０５分搬送先

到着」 

       「５時４７分傷病者２人目搬送開始、５時５８分搬送先

到着。」 

６時３５分 南魚沼市消防本部から第２２報受領 

       「５時５３分傷病者３人目搬送開始、６時１９分搬送先

到着」 

       「６時０４分傷病者４人目搬送開始、６時３５分搬送先

到着」 

    ９時００分 国道２５３号八箇峠トンネル内爆発事故調整本部からの

情報 

          病院へ搬送された４人について次のとおり死亡が確認さ

れた。 

          「搬送１ 県立六日町病院 ６時０９分」 

          「搬送２ 齋藤記念病院 ６時０８分」 

          「搬送３ ゆきぐに大和病院 ６時２４分」 

          「搬送４ ゆきぐに大和病院 ６時３９分」 

    ９時００分 南魚沼市総務部総務課からの情報 



 

 

          「国道２５３号八箇峠トンネル内爆発事故調整本部（南

魚沼市設置）を５月２７日７時５５分をもって解散。」 

１４時３５分 災害現場に派遣していた消防庁消防研究センター職員２

人及び消防庁国民保護・防災部職員３人が帰庁。 

 ５月２８日 

   １２時００分 南魚沼市消防本部からの情報 

          消防活動等に関するマスコミへの説明会を終了し、南魚

沼市消防本部における事故対応体制を完了。 

 ５月２９日 

１１時３０分 消防庁における一次応急体制として設置していた災害対

策室を廃止。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

新潟県南魚沼市欠之上
かけのうえ

 八箇
は っ か

峠
とうげ

トンネル爆発事故 別 紙 

          

○トンネル内環境状況 

（５月２６日 ７時５１分現在） 

トンネル入口から

の距離 

酸素（％） 硫化水素 

（PPM） 

可燃性ガス 

（％LEL※１） 

一酸化炭素 

（PPM※２） 

５０ｍ付近 正常 正常 正常 ３５０ 

１７０ｍ付近 １７．２ １．３ １０ １１０ 

２００ｍ付近 １６．５ ６．３ ２０ １０ 

２５０ｍ付近 １６．２ ６．２ ２４ ８２ 

４００ｍ付近 １４．１ １．６ ３０ ８２ 

出典：南魚沼市消防本部からの報告 
 

（５月２６日１６時００分現在） 

トンネル入口から

の距離 

酸素（％） 硫化水素 

（PPM） 

可燃性ガス 

（％LEL※１） 

一酸化炭素 

（PPM※２） 

４５０ｍ付近 

（１１時２８分現在） 

２０．８ 0.5～1 ７ ２１５ 

１，０５０ｍ付近 

（１４時１４分現在） 

１６．０ ８ ３０ 測定不能 

出典：新潟県消防課からの報告 
 

※１LEL（Lower Explosion Limit）  

気体が爆発する可能性がある空気中の濃度の下限値に対する比率 
※２PPM 100万分の１率 

 

 

 


